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３．基本調査地域の評価 

本調査では、平成 18 年度調査において、自然環境価値の最も高い地域（ゾーン I）として評価された

地域を基本調査地域として調査を行った（ただし、各調査分野ごとに調査が必要と思われる地域について

の調査も実施している）。これらを踏まえ、本項では、本調査の基本調査地域、すなわち、自然環境価値

の最も高い地域（ゾーン I）、についての評価を行う。 

各地域の評価は、各調査分野ごとに表 10-4の選定基準に基づき A、B、C、Dで評価を行った（Aが最も

良い：表 10-5）。また、各調査員の経験・感覚に基づいた平成 18 年度から平成 28 年度の間における変

化についても評価を行った（表 10-5の青・赤字を参照：ランクに変更が無い場合もある）。 

大まかな傾向としては、この 10 年間にランクを変更するような変化は少なかったと言える。ランクの

変更が行われた調査項目は、さつき松原の植物が「B→C」、許斐山の山頂付近の植生が「A→A、B」、名

残の鳥類が「B→C」、および、名残のコウチュウが「B→C」に低評価となった。理由は、植物が「海岸砂

丘群落の低下」、植生が「二次植生※の確認」、鳥類が「遊歩道の整備、オオタカ営巣木の伐採」、コウ

チュウが「乾燥化とタケ類の拡大」である。一方、哺乳類では、さつき松原、釣川中流〜下流周辺、磯部

山周辺、鐘崎海岸でランクを 1つ上げる評価がなされ、いずれも新規の動物種の確認が理由として挙げら

れた。 

また、ランクの変化までは至らないが、各調査員の経験・感覚において、生物相の変化が生じていると

感じられる生物群・地域が多数認められた。良好な変化としては、城山や弘大寺、釣川下流における希少

植物の増加や吉田・多礼貯水池周辺におけるミコアイサの越冬などが挙げられる。一方、前記以外のほと

んどの地域の植物は、悪化の兆候が認められている。コウチュウもまた、多くの地域（大島、城山、さつ

き松原、許斐山、名残）で種数や個体数の減少などの悪化傾向が認められた。加えて、沖ノ島に侵入した

クマネズミやトブネズミの増加は、将来的に本島の鳥類に甚大な被害をもたらす可能性があり、今後の継

続的な観察が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※二次植生 

 人為的影響を受けた経歴のない原生植生（原始植生、一次植生）に対して、人為的影響下で成立している代償植生のことをい

う。 

  



10-21 
 

表 10-4 各分野で採用した選定基準 

 

  

分野 平成18年度 平成28年度 備考

植生

①環境省特定植物群落及び類似地域
　（単一群落、複合群落）
②天然記念物・自然公園等
③公益的機能
　・水源涵養機能
　・貯水機能
　・防風・防砂・防潮・保健機能

①環境省特定植物群落及び類似地域
　（単一群落、複合群落）
②天然記念物・自然公園等
③公益的機能
　・水源涵養機能
　・貯水機能
　・防風・防砂・防潮・保健機能

●変更無し

植物

①貴重な群落・種の成立・生育地
　・環境省レッドデータブック
　・天然記念物
　・環境省特定植物群落
　・市内暫定希少種
　・（情報不足）希少種

①貴重な群落・種の成立・生育地
　・環境省レッドデータブック
　・天然記念物
　・環境省特定植物群落
　・市内暫定希少種
　・（情報不足）希少種

●変更無し

哺乳類
①テン・イタチ等の高次捕食者生息確認（B）
②ノウサギ、カヤネズミ生息確認（C）
③クマネズミ、ハツカネズミ等の生息が予想される（D）

福岡県RDB、景観などを総合的に判断。
①テン・イタチ等の高次捕食者生息確認（B）
②ノウサギ、カヤネズミ(全体的に減少)生息確認（C）
③クマネズミ、ハツカネズミ等の生息が予想される（D）

●変更有り
新たにコウモリ
類が確認された
ことによる視点
の追加

鳥類

①貴重な種の生息地
　（法律、RDB記載種55種のうち、偶発的確認、特に
　　重要な生息地となっていないものを除外して検討）
　・ランク1
　　－世界的に生息数が少ない、生息地（繁殖地・
　　　 越冬地）が限られるもの
　・ランク2
　　－国内での分布が限られるもの、近年著しく減少
　　　 しているもの
　・ランク3
　　－宗像市には比較的普通に生息しているものの、
　　 　他地域では減少もしくは個体数が少ないもの
　（開発計画などにより影響を受けやすいもの）
　・学術的に貴重な種
　　－分布等で特に学術的に貴重なもの

①貴重な種の生息地
　（法律、RDB記載種55種のうち、偶発的確認、特に
　　重要な生息地となっていないものを除外して検討）
　・ランク1
　　－世界的に生息数が少ない、生息地（繁殖地・
　　　 越冬地）が限られるもの
　・ランク2
　　－国内での分布が限られるもの、近年著しく減少
　　　 しているもの
　・ランク3
　　－宗像市には比較的普通に生息しているものの、
　　 　他地域では減少もしくは個体数が少ないもの
　（開発計画などにより影響を受けやすいもの）
　・学術的に貴重な種
　　－分布等で特に学術的に貴重なもの

●変更無し

爬虫類：両生類

①貴重な種の生息地
　・福岡県RDB掲載種
　・宗像市において分布の限られている種等
②両生類の生息種数が多い地域
　（両生類相の豊かな地域）

①貴重な種の生息地
　・福岡県RDB掲載種
　・宗像市において分布の限られている種等
②両生類の生息種数が多い地域
　（両生類相の豊かな地域）

●変更無し

昆虫類
（コウチュウ類）

①福岡県RDB掲載種
②本市をタイプロカリティとする種
③学術的に貴重な種
　（例：環境指標として動向に注目すべき種）
④分布を拡大していると思われる種
　（例：環境指標として動向に注目すべき種）
⑤市民生活と関わりのある種
　（例：自然に目を向けるきっかけとなるもの）

①福岡県RDB掲載種
②本市をタイプロカリティとする種
③学術的に貴重な種
　（例：環境指標として動向に注目すべき種）
④分布を拡大していると思われる種
　（例：環境指標として動向に注目すべき種）
⑤市民生活と関わりのある種
　（例：自然に目を向けるきっかけとなるもの）

●変更無し

昆虫類
（蝶類）

－

①福岡県RDB掲載種
②本市で唯一の生息地
　（コムラサキ、アカシジミ、ミズイロオナガシジミ）
③学術的価値の高い生息環境（孤島の生息環境）

●新規追加

水生生物

①ニッポンバラタナゴ、メダカの生息場所の中心
②釣川水系の本流最上流部。底生動物の多様性が
　 比較的高く、水源涵養の観点から重要
③釣川水系の底生動物の多様性を保つ上で重要

①ニッポンバラタナゴ、メダカの生息場所の中心
②釣川水系の本流最上流部。底生動物の多様性が
 　比較的高く、水源涵養の観点から重要
③釣川水系の底生動物の多様性を保つ上で重要
④海岸動物・藻類の多様性を保つ上で重要な地域

●変更有り
平成19年の3項
目に加えて､海
生生物に関する
④を追加
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表 10-5 保全すべき生態系を有する地域の分野別対応表（ゾーン Iのみ）（1/5） 

 
※H28の欄の青文字は H18と比較して良い方向での変化があったこと、赤文字は要注意の方向での変化があったことを示す。 

※「H18評価」、「H28評価」の欄の“－”は、調査は行っているが、評価レベルになかったことを示す。 

表 10-5 保全すべき生態系を有する地域の分野別対応表（ゾーン Iのみ）（2/5） 
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表 10-5 保全すべき生態系を有する地域の分野別対応表（ゾーン Iのみ）（3/5） 
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表 10-5 保全すべき生態系を有する地域の分野別対応表（ゾーン Iのみ）（4/5） 
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表 10-5 保全すべき生態系を有する地域の分野別対応表（ゾーン Iのみ）（5/5） 

 

 


